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領 収 書 等 贈 付 用 紙

7Dl

〉きら

ロ

・
内

―マ専

No. 9528

裏面の|ご案内もご覧くださしヽo

請 求 圭
~`ミ

.

町田市議会公明党 様
.

下弔の導りご請求募します

0ヽ

先口座名義 タイムズ社
取引銀行 ◇き ら ば し銀在 町由支店 (誓通)3884109

◇三菱東京UFJ町田駅前支店 (当座)307923
◇横 浜 銀 行 田r田支店 (普通)02508
◇三井住友銀行町田支店 (普通)66372

¥

2021年 8月 9日

1001+〔l

104

広報費 更小計 備考

Wィ∵T」
円
ド
円

(o00008)

7呈身争与♀?穣
.

会計印

■
科    目 摘    要 金   額

2021年 8月 7日

|

暑中号広告 ¥80,000=

消費税   ¥8.000-
F「 ¥88.000‐

…181-



領 収 書■等 貼 付―用 紙

7θ な

ださtヽ。 E01-0420 .

No. 9638 1

町田市議会公明党 御中

下記の通りご請求致 します

00

2021年 12月 29日
‐■式|

戸浄R
(有

本社

¥8‐8.0

◇横 浜 銀 行 町田支店

◇三井住友銀行町田支店

日ヨ2-24-20

■0011tl .

1104

く普通)0230817
(普通)6637258

振込先ロ 町田タイ

取引銀行 ◇き ら ば し 銀行 冊「田支店 (普通)3884109

1   ◇三菱東京UF」 町田駅前支店 (当座)3079,ョ

広報費 頁lⅢ計 7λ ′′p 円

******

判
則円

840
取おl店番

2
■lJ用子♂又科 命

'D〔

,I金繰

¥88000

00044)

様

電話内

年

専

会計印

金   額掲 載′日 摘   要科     目

消費税      81000
言r            88,000

80,000元旦号広告掲載2022年 1月 1日広 告 料

-182-



癌   新 周

クト#み らい鍼町園

(1 2021年 (令和 3年) 月7日 (土曜日)
4 5
覇 質層

や ネ エVコ V
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棗
一明
靭
醜
校
斜
学
学

Ｙ

Ｃ

丞

川

学

園

町
田
市
玉
川
学
園

一
～

三
二
～
八

部弓
　
記
一

（
七

二
八
）

工〈
六
七

五

Ｙ

Ｃ
町

囲
山
崎
掛
刻行

町
国
市
本
町
田
二

十
九

二
～

一
五

吊電

話

（
七

≡

こ

六

五
≡

エ

Ｙ

Ｃ
町

田

藤

の

台

町

田
市

金

井

一
～

一
九

～

六

電

　
話

（
七
三
六
）

一
五
〇
〇

Ｙ

Ｃ
町

田

緑

山

町

田
市

三
輪

町

三

〇

七

～

一

電

　
話

〇
四
四
（九
八
八
）
九
八
五
五,

鶴

川

四

～

九

～

三

二

（
七
二
五
）

二
〇

三
八

町

田

北

部

市

忠

生

四

～

五

～

八

話

（
七
九

二
）

二

一
八
四

Ｃ
町

国

相

原

町

田
市
相
原
町

一
二
二
四
～

一

希弓
　
話

（
七
〇
〇
）

四
四
五
〇

摩

　

境

小

山

町

一

一
五

〇

（
七
九
八
）

一
七

四
三

模

大
　
野

相

模

原
市
南

区
上
鶴
問
本

町
九

～

二
〇

～

二

電

　

話

（
七

四

三

）

五

六

五

五

Ｙ

Ｃ
大

野

中

央

相
槙
原
市
南
区
若
松
三
～
三
二
～
一
一

帯弓
　
話

（
七
四
八
）
〇

二
三
四

Ｙ

Ｃ
東

　

林

　

間

相
模
原
市
南
区
上
鶴
間
六
～
二
七
～
六

帯弓
　
話

（
七
四
三
）

一
〇

四
三

古

　

　

　

・

淵

原
市
南
区
古
淵
三
～
八
～
六

話

（
七
五
三
）
〇
七
七
八

Y

Ｃ

渕

野

辺

中

央

相
模
原
市
中
央
区
渕
野
辺
四
～
四
～
一四

お弓
　
話

（
七
五
三
）

三
二

十
二

Ｃ

測

野

辺

南

部

相
模
原
市
中
央
区
共
和
三
年
一～
〓
（

わ弓
　
話

（
七
五
八
）
九
五
〇
五

確
Ｐ
立
瑠

五
ヽ
六

一
一　
一

電町

田
話市

Y
C
鶴

Y    YY    Y
C  〒留C
本目  話市多

Y
要経c

身W十 汚鬼
やによ

Y
電
優c

藍橿橋

:目
本
二上西

券ヤ`
1デ‡す

Y
電陶

田
C

弊孝園は例ユ40月 キをナ決に 3本の災を
創力をもって】ユえさせて歩けます

‖

酪

//
//

‖

＼＼

＼＼
∬
耳

＼ //

＼が

1強 iツ
^栄 tiヽ門1,1:
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°オ弦

http://wwwoO

町目市議会公明党一般質問報告
※そ的鞘椒報点言露薪

くだとい

Ｑ鍵
躯零
齋
禁
謡
蘇
ぃ者施設入所の方なゼヘの

臨
時
接
種
担
当
部
長
　
在
宅
治
療
等
を
行

っ
て
い
る
方
で
す
が
、
医
療
機
関

に
協
力
い
た
だ
き
、
在
宅
接
種
を
し

て
い
ま
す
。
障
が
い
者
入
所
施
設
な
ど

も
、
現
在
調
整
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

Ｑ憫徊”維押休韓Ｗ坤赳雄郎雇研托してォンラインでの支援を球討して

保
健
所
長
　
産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
申
請
は
、
２‐
年
４
月
か
ら
電
子
申
請
を

刑翡化な軋鉄曙軒殊酌鋒梁輸％彰蛛朝家庭支援導業を開義も、オ

Ｑ
ぼ
絡
彰
留
覇
鍔
評
瑶
督
語
てぢ
輔
聰
煙
葛
・

赤
塚
副
市
長
　
厳
し
い
経
営
状
況
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
国
交
付
金
を
前
提

と
し
、事
業
者
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を
検
討
し
ま
す

０
喪
書
対
策
基
本
法
の
改
正
に
伴
う
要
配
慮
者
支
援
に
つ
い
て
個
別
避
難
計
画
つ
進
捗
状
況
は

高
橋
副
市
長
　
国
が
実
施
す
る
モ
デ
ル
豪
業
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
国
の
指

針
に
沿
っ
て
、
２６
年
度
ま
で
に
作
成
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す

Ｑ
戦
罐
譲
鶴制
監
哺
輔
需
にζ
、一小中議
の

学
校
教
育
部
長
　
ト
イ
レ
に
日
常
的
に
設
置
す
る
な
ど
、
他
市
の
事
例
を
確

認
し
、
学
校
と
相
談
し
な
が
ら
今
後
研
究
し
て
い
き
ま
す

Ｑ
繋

報
解

田
紺
雄
球

に
押

上
端

の
食
の
拠
占
小自

蓼

ぶ
甍

市
長
　
食
を
通
じ
た
地
域
み
ん
な
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
機
能
さ

せ
て
い
く
考
え
方
で
す

Ｑ
・家
庭
学
習
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
通
信
費
の
負
担
軽
減
を
す
べ
き

教
育
長

【所
学
援
助
賞
や
就
学
奨
励
費
を
受
給
さ
れ
て
い
る
皆
様
ｔ
は
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
の
た
め
の
通
信
費
の
支
給
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
ｔｌ
ま
す

Q

の
小
中

一
員
校
と
し
て

指
導
室
長
　
学
び
の
連
続
性
、
中
４
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
、
基
礎
基
本
の
徹
底

を
目
指
し
研
究
を
進
め
、成
果
を
発
表
し
て
＝
ま
す

Ｑ
待
機
児
童
地
域
差
是
正
の
短
期
的
取
組
と
中
長
期
的
方
針
は

好肥陥塾
獅
熱
藤
鶉錦
納
翔
郡
牒
や」
第
鞠
朝薙拗
鯵
処
脚
購
篭
帥

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
施
設
整
備
以
外
は
既
存
国
を
活
用
な
ど
考
え
て
＝
ま
す

Ｑ
４都
市
再
生
整
備
計
画
」を
策
定
し
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

嚇
閉
周
嚇蝶
用
ｔノ２‐鉾
雛
象
一聯
軸
鞠
嫉
唖
騨
即
ての部産
螂鰺
期
駆∬
刹膨

証
し
て
ｔｌ
き
ま
す

Ｑ
芹
ヶ
谷
公
園

イ
云
術
の
社
″
整
備
事
業
の
現
状
の
課
題
は

赤
塚
副
市
長
　
財
源
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
■
寧
な
説
明
を
行
う
な

ど
、
多
く
の
方
に
ご
理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す

ハЧ摩樋葛銘玲輯麟争即η堕硫蠅一制ω彬掏．一っぃて、・次期マスタＬプランでは

都
市
づ
く
り
部
長
　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
を
活
用
し
た
自
家
用
車
に

依
存
し
な
い
地
域
内
の
移
動
環
境
の
創
出
な
ど
、
地
域
に
あ
る
輸
送
資
源
を

活
用
す
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す

Ｑ
大
戸
踏
切
周
辺
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
現
在
の
状
況
と
今
後
の
計
画
は

赤
塚
副
市
長
　
東
ロ
ア
ク
セ
ス
路
整
備
事
業
は
用
地
取
得
、無
電
柱
化
の
協

議
を
進
め
、
〈フ
後
は
、
大
戸
踏
切
立
体
化
事
業
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
綿
密

な
調
整
を
行
い
、
２８
年
３
月
完
成
を
目
指
し
ま
す

Ｑ
市
と
し
て
脱
炭
素
化
を
進
め
る
「促
進
区
域
」の
指
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か

環
境
資
源
部

注
視
す
る
と

て
い
き
ま
す
長
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
る
予
定
で
、
国
や
都
の
動
向
を

と
も
に
、
改
正
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
の
仕
組
み
を
研
究
し

令和 3年町田市議会 6月定例会



裁 瀬    新 肩 2022年 幹湘 4 1月 1日 (土曜日) (2)  
｀
、

「み
ん
な
と
い
っ
し

市

ｉｌ

零

尋

Ｌ

ヽ
′

幸

意見広告

i芸美術館整備』の十分な議論を。
堕者』が安心して暮らせる町田市に。
を。◎『するスポー1均 の環境整備を。
ヅ残さなし1やさしい町田へ6

ど“724“4034 FAX o42 -724中 4035

数

事
多
来

歳

出

・賛

の

一の
て

上
め

長

田

町口市議会 の 言
鶏あ中でも未経修電」

意見広告

(所得制限の撤廃 )、
育を実現 !

町田市議会公明党今和4年度政策提宮
ナウイルス感染症対策を含む
以下のとおりです。

は、町田市長に新型コロ
提言しました。主な政策は

市議会公明党
政策要望を

本年もよろしく
お願い申し上げます

や罐
鱗
錦
銘
榊藉
鞘轄

◇
粉

災

■
災
嘗
時
０
ア
ン
ブ

ル
．ボ
ー
ド
の
整
備

一◆
斑
娠
一出
産
。子
育
て
ト
ー
タ
ル
ケ
ン
の
継
続
と
拡
充

◇
文
化

…芸
術
ホ
ー
ル
の
早
期
建
設

一葬麟鰯
‐延市僻膨破四勘銚鵜蝋舘曜帥蠅蠍

ゃ壕醜郭鞭
‐新地嘲仰鄭醐縫げ構，景鯨一魂様を，

謡
醍
耐
野
帯
暉
郡
堀
騒
鰈
囀
ぉ

※一般貫間の

干対ｔｉ細帥件雄暗魏蜘左輛刈眈）

◇
防
災

・
減
災
対
策
の
軍
な
る
充
実

一
貯
脳
購
脚
馳
靴
ょ
る
プ
ッ
シ
ュ
一型
行
政
サ
■
ビ
ス
の

◇
畢
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り

◇
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
の
設
置

◇
身
近
な
地
域
で
多
様
な
健
康
づ
く
り
′

◇
金
市
民
の
熱
申
症
対
策
の
環
境
づ
く
り

◇
感
染
症
拡
大
防
止
に
向
け
た
危
機
管
理
体
制
の
強
化

肺ａ

ず
蕃
聘
纂
機筆
離
麟
粥
【フチ
ｗｗ・ｇｉｋ

◇
中千防数
鰯
錦
鋭
織
銚
鋭
説
鋭
彬
学
脳
坊
呵
に
よ
一篤
　
枷

◇
小

。
申
学
校
の
給
食
費
無
償
化
　
　
　
　
　
　
　
ｈヽ

◇製
欝
鰈
舞

病

謙

続achida,Jp/

９
町
田
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
計
画
の
策
定

土
曜
日
の

:保!>災害に強い街づくり!
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ケ7D/

領収書

2021年 08月 02日

公明党 御中

平素は格別のお引き立てを賜り厚くお礼申し上げます。
下記の金額正に領収いたしました。
何卒よろしくお願い申し上げます。

お支払条件 クレジットカード 納品場所 ご指定場所

株式会社プリント′
〒617-0003
京都府向日市森本町野
TEL 0120-977-920

FAX 075-935-6890

御請求金額 19,720円 (税込) 納品期日 7営業日

注文番号 内 容 数量 単 価 金 額

PAC269465 品名 :山下てつや通信202108公明党
A4/両面4o/マ ウトコ下卜90/7.500部 Xi種類 /
加工1:巻
=つ
折り             :

加工2:

1 19,720 191720

19,720

特記事項

※クレジットカード決済の場合には、金銭または有価証券の受領事案があり本せんので、表題が「領収書」となっていても、
印紙税法基本通濤第17号の1菜書には該当しません。
※5万円を超えていても収入印紙は貼付されません。

-186-



廟

市議会報告

新型 ゴβナウイノ歩ズ恙楽建 の影響 多 詔 ナ石交通事業者支援 彦
コロナ禍の影響を考学く受けている事業に交通事業があります。町田市内では路線バス、観

｀

光バス、タクシーなどの事業が相当します。旅客の移動需要が大幅に減少した観光バスの実
働率はコロナ禍前の1割 (あるいはそれにも満たない低水準が続いていますとタクシ■事業
者も長引くコテロナ禍、さらには4次に及んでいる緊急事態宣言の発令により、需要が激減し
ており、側産や廃業に直面することが危惧されます。町田市は地理的にも交通事業者に頼る
移動が多く、市内の交通事業者が空洞化することで、市民生活への悪影響も懸念される状況
となつています。国の支援策、持続化給付金、雇用調整金、市の家賃補助など産業全体の支
援に加えて(交通事業者に焦点を合わせた支援が必要と訴えました。これに対して、町田市
はバス及びタクシー事業者は新型章ロナウイルス感染症の今後の見通しが不透明ななかでも
市内での移動を支えるために重要な役割を担つている。コロナ禍及びアフターコロナにおけ
る市民の移動手段を確保するため、国の交付金を前提としてバス及びタクシー事業者へのさ
らなる支援検討を進めると回答しました。さらに、「新型コロナウイルスのウクチン接種を野
津田公園で実施する際に鶴川駅からのシヤトルバスを実施したことなども踏まえt市として
ワクチン接種に加えてて今後、様々な機会をとらえてバス及びタクシー事業者を利用しても
らえるよう(庁内外と連携していくと約束しました。        |
軍甲ナ褥の学校開放 1こつιれて蒻の武蔦患         「

占ロナ禍により、子供たちの居場所が狭められt結果として、感染症を罹患する場所などヘ
の接近が増える可能性も高いことから、学校開放t特に体育館の使用制限緩和を訴えました。
町田市では様々なスポエツ少年団が作られ〔活発な活動が行われてきました。こうしたスポ
ーッ少年印に活動の場を提供してきたのが学校開放で放課後の校庭や体育館などを使用して、
少年少女がスポマツに励ん―でいます。tか しながら緊急事態宣言の発令により、学校施設を
管理する教育委員会が感染症拡大予防策として体育館などの開放を取りやめています。この
ため、上国などの体日を含め、これまでスポ‐ッに汗を流していた少年少女たちが行き場を
失いt時間をもてあまして、人込みの中に出かけるなど、結果として新型コロナウイルス感
染症罹患リスクが高まうていますも教育委員会は「使わせない」ありきではなく、使用時間t
許容大数、感染症対策などT定の条件を満たすことで、学校開放を再開させるべきと強調し
ました。市の答弁は～緊急事態宣言期間申は感染拡大防止の観点から、現在は体育館t校庭、
特別教室学校開放を中止しているとの説明にとどまりましたが、多摩地区26比市の状況を ―
説明、夜間利用時間を制限して開放しているところも含め、学校の体育館に関しては6市が、
横庭については13帝が開放を要開している例を紹介、一緯の対応ではなくt英態に沿ちた、
より柔軟な対応を重ねて訴えました。    t i     l    ‐

町田市マイナンバーカード
がセンターオープシ

新しい注意看板の設置

町田レミィ5階 (原町臨6‐3-1)
マィンケミ■カードの申請 受ヽ取
等、マイナポイントの申込支援
等も行つていますとマイナンバ
エカードに関することは、こち:

らが便利です。詳しくは、04
2-860■ 6195へ   :

【発行責任者】町田市議会公明党会派 町田市議会議員 山下てつや
令和3年町田市議会第2固定例会における一般質問や地域実績、市政トピッ
クス等についてご報告いたします。|

山下てつや通
翻J囲菊臨識簸員

2021年 8月号
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イスξらιの高齢者の弱ψ だつιBτ
警察署のディタによれば、町出市は全国的にみても孤独死
人口規模が多いことに加えて、団地をはじめとする集合住
も多いということが背景に′あります。町甲市も実態を把握
人だつたひとり暮らし高齢者は2021年 4月 1日 時点で
しましたとさらに、2040年 には411 699人 に増加
とり暮らし高齢者の増加状況に対して、町田市ではこれま

会～ボランティア等地域的なつながりのある人々によるI見
聞配達店ゃ宅配業者、配食事業者など約600の事業者と
続けているほか、緊急時にペシダシト型通報ボタンを押す
出動を要請する救急通報システム事業を実施 しています。
ためにはデジタル技術の普及が重要との認識から、デジタ
恩恵を受けられない人の削減に向けて進められている活動
守り活動の展開を進めるべきと主張しました。すでに6月

山下てつや :プロフィール

昭和Ⅲ40年ヽ本京都生まれ。平成 2年、青
山学院大学経営学部卒業後、新東頭交易株
式会社に入社9平成 18年、町田市議会初
当選。現在、公明党町田総支部政策部長、
公明党lll「置l総支部都市農業対策部長、公Fl√l
党lll丁田第 5支部支部長。|    _188-

る人の数が抜きんでています。市の
が多く、ひとりくらしの高齢者の数

ており、2015年 に2G(481
2, 240人 と急増していると報告
ると見込まれています。こうしたひ

民生委員による訪間、町内会や自治
り活動が行われています。さらに新

定を締結して広範囲な見守り活動も
とにより、救急車及び現場派遣員の

うした見守りをさらに拡充していく

デバイドと呼ばれる情報通信技術の

強化とともに、iCT機器を活用した見

議会でデジタルデバイ ド解消に向け

す
宅

し
3
す
で

守

協

ル

の

の
た予算は公明党の推進により獲得されていますが、これに平行して、携帯端末の普及や、センサ
‐、ロボットなどの活用も訴えました。現在～ トイレの扉にセンサエを取り付け、工定時間、扉
の開閉を感知できなかつた場合、自動的にセンサエが作動し、安否確認や救急要請を行う技術も
登場していますb市も現在実施 している見守り事業にICT機器を活用していくことは有用として、
他自治体での事例や民間における新しい技術動向等を注視しながら、ひとり暮らし高齢者の見守
り支援への活用研究を進めると答えました。

脱炭素をを進め石艇進区域の臨定 こゝつιlτ
今年5月 26日 、地球温暖化対策の国際的枠組みである「パリ協定」を踏まえt2050年まで
にカーボンニュートラル (温室効果ガスの排出を実質ゼロ)の実現を目標に盛り込んだ、改正地
球温暖化対策推進法が参議院本会議において全会一致で可決されました。改正のポイントの1つ
に自治体が促進区域を設け、再生可能エネルギーの普及と地域活性化につながる「地域脱炭素化
促進事業」が創設されています。これを踏まえて、脱炭素化を進める「促進地域」の指定検討ヘ
の市の考え方を問いました。市は「イ足進地域」の指定などを含めた改正地球温暖化対策推進法の
仕組みの活用検討を約束しました。町田市モは新しい清掃工場として町田市バイオエネルギーセ
ンタィ (MBEC)の建設が進んでいますとMBECは ごみの焼却熱を回収し、蒸気発電を行うとと
もに、燃やせるごみをバイオガス化して発電を行います。施設全体では1日 あたり8万 4手キロ
ワットアワTの電力生産を想定、約8万 4千世帯分の電力をこの施設で生み出します。これはこ
れまでのごみの焼却による発電量の1.17倍です。発電効率の向上で地球温暖化物質の代表であ
るC02の排出抑制にもつながります。こうしたMEECを核として、特区制度の活用も含めて脱炭
素をりニドするまちづくりの重要性を訴えました。市は今回の法改正による国や東京都の動向を

言ηヒ書ゼ鳥巣Y尾「 マ
周浮
|の上也域にど
?|う

1手イ
腎
正の哲しい仕組み

ゲ
展開でき
,41甲守
―
|て

月え炭素は様々な仕組みでの取り組みが重要です。
l多
摩都市モノレールは排気ガスを出さず、振動

や騒音の少ない環境面で優れた公共交通です。このモノレールの町田への延伸は環境面も優れた
効果があると訴えましたもさらに交通の視点だけでなくt環境負荷低減の取り組みをまちづくり
全般に及ばしていく必要があるとの観点から(検討が進んでいる「 (仮称)吋田市都市づくりあ
マスタープラン」において環境面での忠生 a北部エリア地域の取り組みの内容を問いましたと市
ではこの「 (仮称)町田市都市づくりのマスタープラン」では地球温暖化の緩和に向けた環境負
荷の少ない都市への取り組みを推進していくと述べました。歩いて生活モきる環境負荷が少なぃ
都市空間の形成、多摩都市モノレールなど新たな交通手段に対応した市街地整備など、環境性能
を向■させる取り組みを推進することを約束、このマスタープランにおいて「みどりと暮らしの
関係をつくるプロジェクト」として取り組むことを明確にしました。

政治活動記録を
SNSで 発信中

爾 鶉

田
③
藝

翻



領 収 書 等
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貼 付 用 紙

広報費 買小計 ■ν
年
μ汐 卜′円 備考

炒 留フ=}∵レフ|ン′
町田木曽西 1丁目店

東京背「町由市木営西■■■8-2 片/歩 2

~口
B言舌:042-793二 6171    レ)゛ #2
f'

2022年 02月 01日 (火)21:23 黄163
ど/,市ズ′.予

セ7箕 T rη

イン,コネリト)]り [0)'llム ,と ,貫収三ξl

お客様控

山下哲也 様

ポ

¥6 コ425-

払込先名  印刷通販プリウトパッ
ク (DGフ ィナンシャル)
お客様用連絡先
01?0-977-920、  pacOprintpac,cO.jp

.払
込票番号      ′
‐7230-57370-■ 827

2022年 02月 0■ 日

※ 領収書は重ねて
※ 領収書が枠から

甲商品・サ
=ビ
ス等の提供方法:

は払込先より案内されておりま
す口 (この領収書が必要になる
場合もありま音占)
日注文内容についてのお問合せや 

イ

変更
`取
消 `返品・返金等は、

上記、お客様用連絡先にお間合せ
下さい。           i

T奮喬馬悸纂ξⅢ綴喜を送黒『1票
します。      、     ‐

ン プ
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爾
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ユ  月 /っ   日 (テ()

金  額

折込枚数
渉θO  枚

サ イ ズ・,
A5
B5
@
B4
A3
B3 その他 (

折洛料字として上記金額正に領収いたしました。
i

カプタtrかい}i7?

入
「
紙

収

印

芦
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様
庁
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折込料金として上記金額正に領収いたしました。
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領 収 書 等 貼 付 用 紙
広報費 買小計 丁F‰ 円 備考

婦.収 証
ナ宝つ′

No.

広告依頼者 党 遂キ

日 2o2券1生 月 l① 日床 ) 合計金額 ¥ Bキち

な BR 様

告主 /タ ィ トル

手 し , SA桜美林学 園斤

'月

日

'金

として上記金額を正に領収致
込広告基準に則り、広告内容を審査し

甲 ⅧFAX
1688-1
-OS,o
-81

所 景 工 藤
慧卓しましたも     年   月 日 ( )

た結果、折込広告をお断りする場合があります。
一――一―一‐一―̂ i ・       ――ャ___ 二_==________一 上__

ノン/夕 ″ρr}

セ/″ ナ£

※ 領収書は重ねて貼付しない。
※
~領
収書が枠からは4出す場合は別紙に貼る。

日 サ イ ズ 希 望 配 Я エ リ ア

▲牛 / ご

i柄 複  数 単  価 金 .額

二従 ,攻 31■:戸1 にも乙G tもЬ
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2022年
新春号山下て三

町田市議会議員

ご

鼈行責任者 :山下てつや 町田市議会公明党 TЁ L r042-724・4028  FAX:042-724-4030 Eimail i tetξ bya.yamashitalmachida@gmail.c(

W ります山下 |

T2河議会→展質門のと報告
I多奉都市千′

"エ
ル町田方面延伸を想定した今後の取組みについて

北部丘陵地域にぉける多摩都市モノレールの延伸―を想定した土地利用の方向
性等について質問をしました。市の担当者からは、
①拠点駅周辺のまちづくりゃ道路等の整備と合わせて、
地域の特性を踏まえた魅力的な都市空間や景観をつくること r
②忠生・北部エリアは沿線の重要な地域として都市機能の充実を図るとともに、
里山の環境を活かしたニジァをつくること     |
等の確認が取れましたとこの答弁を受け、多摩都市モノレ‐ル延仲に向けて市
としてもさらに尽力するよう訴えました。

E教育セン多とり複合fとの検討状況について

r

2028年 に向けて教育センターが
等ど複合化し、新しく建替えられます

子ども発達センタT
。これに伴つて行わ

れる①境川団地の都市計画の進行状況t②子ども発達セン

タとの検討状況等について質問しました。

や位

都市計画上境川団地では、住宅、道―路、公園などの数

置が定められている。,そ こで、「(仮称)町田市境川団
地地区まちづiく り構想」|(右図参照)と して都市計画自体を
変更し新しい地域像を立ててまちづくりを行うも :
②教育センタ▼との複合化で障がいをもつお子さんゃ発
達に遅れや不安があるお子さんの支援体制を強化するょ加
えて、全国的に増加する「日常生活において医療的ケアが
必要な児童」の受け入れの拡充を検討している。
との町田市の意向を明らかにしましたと

I選与帝FE」島辞       ことi、て
障が|い者用 ICカ ードの導入につぃて
は、鉄道事業者が2922年度後半の導
入を目指して取り組んでいます。今後、
町田市が運行補助を行っているバス事業
者につきましても、導入を検討しそいく
ことを確認しましたど  :頂B擾壁

ヤングケアラーの支援に向tすた
障がい者福祉分録の留意事項について
―ヤングケアラ▼支援についての確認。202
1年 7月 に国より示された障がい者福祉分野の
留意事項として「子どもち しい暮らしが奪われ
ることがないよう留意すること」との通知を受
J平中
~と
してもより下層ヤングケアラ■本の負

担軽減のため相談支援事業所 との連携を図ると

霞欝腎麓露監奪ξ
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簿誓をF譲輩筑郵 .番      と

F― 人撫 とヽ■襲 殖 力転守む輩雪どく
',じ

― ―

↓増■と,専

〔H央 :・公共礎設マネツメント情報紙嚇らつとvo,8J2021年 12月 lS口 ;・ より〕

:

槽

醤

⌒ r=■ ― 学  茄 工  Ⅲ  必



趨 |

新型ココナワクチンの予約を支援するサーどスがつ
いに不ター ト!予約の仕方がわからない等、お困りの

方は是非ともご活用 ください。更に、市内 3箇所に給
食センターが整備きれます I各学校ヘオ既ね 30分以内
で給食が届 くように設置されます。     |   |

翫撃]回ナワクЙンの予約を章矮れます

七国山鎌倉街道の碑付近
にある狭い道路に車両の律
避スペースを確保できまし

た。また、下小山Hに ある
ハス田付近の交差点にカー

プミラーを新たに設置する

ことができました。写|き 霧
き、交通安全対策を実施 し
て参 ります 1

給食センター各エリアの配送開始時期
【鶴川エリア】    2024年度 2学鶏
【堺エリア】     2024年度 2学期
【町田忠生小山エリア】2025年度 1学期
【南エリア】     2025年度 2学期

市内3ケ所に給食センターを整備します (センターの立地と配送エリア)

学校給食は、国の定める衛生基準に基づき、調理後2時間以内に喫食することおkきるようにする惑
要があります。

高機書糞長竜ンつ―で
嶺選目に,すワクチンの予歯8糞垂蓬憾と猫議す
令釉B年度中に65藤ル人とになる方(昭p32● 4月 1日以前生まれl怠 新製ヨロナウ
イルスワクチンのl醇予イ〕わl取れていなtヽ方を対象に、ヨ前に来所ラ約をいただい
駐でご某所いただょ _~希望の授再食曙をぉ働ぃしゅ】予約を支援しまi
案皓

'B圃

 2022年二月iア日l舟-2月 12日 aJ 来口曝 慎国際く。
曼0'き円 午謹 膊‐ 儀4時 30分
冥驚将軒 下記認観の相談窓口 X叫よH敬つ鱒∝建をお詔いしま売

相原あんじん相慰室 網原阿ii58 26

小山うんいん網敏ヨ 1小 h町26,9

高齢著支援ヤンター
下小山田町3580
′」ね あt理館i階

磯,W6,72・ iOユ

口,国第 i

高齢著衰援センター
蒸野49■9寄月

`l質

:質

老入ホームコモンズ内

朋田第2
蔦齢曽交鶴センター 鋼 黎 魏 夕謝
雨大谷あんじん相観室 南大谷205卜 2

′
,ヽ116‐ 1■ 1

南第2
高猾者支攘センター

霊燕3‐ 18i6特口農巌
考人ボーム合拿売格票内

1西成離}46‐29
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